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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ン ジ ン （ Ｅ ） が 搭 載 さ れ た 機 体 フ レ ー ム （ １ ） の 下 側 に 走 行 装 置 （ ２ ） を 設 け 、 該 機 体  
フ レ ー ム （ １ ） の 前 側 に 刈 取 装 置 （ ３ ） を 設 け 、 該 刈 取 装 置 （ ３ ） の 後 方 左 側 に 脱 穀 装 置  
（ ４ ） を 設 け 、 前 記 刈 取 装 置 （ ３ ） の 後 方 右 側 に 操 縦 部 （ ５ ） を 設 け た コ ン バ イ ン に お い  
て 、
前 記 操 縦 部 （ ５ ） に 前 記 走 行 装 置 （ ２ ） の 増 減 速 を 行 う 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 設 け 、
前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の 速 度 よ り も 速 い 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ  
） の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 い 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の 速 度 よ り  
も 遅 く 、 且 つ 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 位 置 が 中 立 姿 勢 よ り 最 前 進 姿 勢 に 向 け て 所  
定 角 度 傾 斜 さ せ た 姿 勢 か ら 最 前 進 姿 勢 ま で の 領 域 に な い 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の  
出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 な わ な い 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 場 合 に は 、 前 記 エ ン  
ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 増 速 が 行 わ れ 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 前 進 姿 勢 か ら 中 立  
姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 減 速 が 行 わ れ る  
構 成 と し た 請 求 項 １ 記 載 の コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 操 作 量 に 応 じ て 、 前  
記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 増 速 量 が 決 ま り 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 前 進 姿 勢  

請求項の数　6　（全13頁）
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か ら 中 立 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 操 作 量 に 応 じ て 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の  
減 速 量 が 決 ま る 構 成 と し た 請 求 項 ２ 記 載 の コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 脱 穀 装 置 （ ４ ） の 選 別 棚 上 の 穀 粒 の 層 厚 が 所 定 以 上 で あ っ た 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン  
（ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 減 速 を 規 制 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 1 項 に 記 載 の  
コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 負 荷 が 所 定 以 上 で あ っ た 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転  
速 度 の 減 速 を 規 制 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 1 項 に 記 載 の コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 走 行 装 置 （ ２ ） の 転 輪 の 回 転 速 度 が 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 よ り も 遅 い  
場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 を 増 速 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず  
れ か 1 項 に 記 載 の コ ン バ イ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 変 速 レ バ ー を 操 作 し て エ ン ジ ン の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 の 走 行 速 度 と の 増 減  
速 を 行 う こ と が で き る コ ン バ イ ン に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の コ ン バ イ ン に お い て 、 変 速 レ バ ー を 操 作 し て エ ン ジ ン の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 の  
走 行 速 度 の 増 減 速 を 行 う 技 術 が 知 ら れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ １ ０ ９ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 変 速 レ バ ー を 操 作 し て エ ン ジ ン の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装  
置 の 走 行 速 度 の 増 減 速 を 行 っ た 場 合 に は 、 走 行 装 置 の 走 行 速 度 の 急 な 増 減 速 が 行 わ れ る た  
め に 畦 等 に 突 っ 込 む 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 走 行 装 置 の 走 行 速 度 の 急 な 増 減 速 を 抑 制 し て 走 行 安 全 性 に 優 れ  
る コ ン バ イ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 は 次 の と お り で あ る 。
す な わ ち 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） が 搭 載 さ れ た 機 体 フ レ ー ム （ １ ） の 下  
側 に 走 行 装 置 （ ２ ） を 設 け 、 該 機 体 フ レ ー ム （ １ ） の 前 側 に 刈 取 装 置 （ ３ ） を 設 け 、 該 刈  
取 装 置 （ ３ ） の 後 方 左 側 に 脱 穀 装 置 （ ４ ） を 設 け 、 前 記 刈 取 装 置 （ ３ ） の 後 方 右 側 に 操 縦  
部 （ ５ ） を 設 け た コ ン バ イ ン に お い て 、
前 記 操 縦 部 （ ５ ） に 前 記 走 行 装 置 （ ２ ） の 増 減 速 を 行 う 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 設 け 、 前 記  
変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の 速 度 よ り も 速 い 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の  
出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 い 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の 速 度 よ り も 遅  
く 、 且 つ 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 位 置 が 中 立 姿 勢 よ り 最 前 進 姿 勢 に 向 け て 所 定 角  
度 傾 斜 さ せ た 姿 勢 か ら 最 前 進 姿 勢 ま で の 領 域 に な い 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力  
回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 な わ な い 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か っ て 操 作  
し た 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 増 速 が  
行 わ れ 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 前 進 姿 勢 か ら 中 立 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 場 合 に は 、  
前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 減 速 が 行 わ れ る 構 成 と  
し た 請 求 項 １ 記 載 の コ ン バ イ ン で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か っ て 操 作  
し た 操 作 量 に 応 じ て 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の  
増 速 量 が 決 ま り 、 前 記 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 前 進 姿 勢 か ら 中 立 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 操  
作 量 に 応 じ て 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 減 速 量  
が 決 ま る 構 成 と し た 請 求 項 ２ 記 載 の コ ン バ イ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 脱 穀 装 置 （ ４ ） の 選 別 棚 上 の 穀 粒 の 層 厚 が 所 定 以 上 で あ っ た  
場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 減 速 を 規 制 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ３
の い ず れ か 1 項 に 記 載 の コ ン バ イ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 負 荷 が 所 定 以 上 で あ っ た 場 合 に は 、 前 記 エ  
ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 減 速 を 規 制 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 1 項 に  
記 載 の コ ン バ イ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 走 行 装 置 （ ２ ） の 転 輪 の 回 転 速 度 が 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の  
出 力 回 転 速 度 よ り も 遅 い 場 合 に は 、 前 記 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 を 増 速 す る 構 成 と  
し た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 1 項 に 記 載 の コ ン バ イ ン で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 操 縦 部 （ ５ ） に 走 行 装 置 （ ２ ） の 増 減 速 を 行 う 変 速 レ バ ー  
（ ２ １ ） を 設 け 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の 速 度 よ り も 速 い 場 合 に は 、 エ ン  
ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 い 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の 速 度  
よ り も 遅 く 、 且 つ 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 位 置 が 中 立 姿 勢 よ り 最 前 進 姿 勢 に 向 け て 所  
定 角 度 傾 斜 さ せ た 姿 勢 か ら 最 前 進 姿 勢 ま で の 領 域 に な い 場 合 に は 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力  
回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 な わ な い 構 成 と し た の で 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の  
速 度 よ り も 速 い 場 合 に は 、 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 を 速 や か に 増 減 速 で き る 。 一 方 、 変  
速 レ バ ー （ ２ １ ） の 操 作 速 度 が 所 定 の 速 度 よ り も 遅 い 場 合 に は 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回  
転 速 度 の 増 減 速 を 中 止 し て 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 急 な 増 減 速 を 抑 制 す る こ と が で き  
る 。 ま た 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 操 作 し て 脱 穀 装 置 （ ４ ） の 負 荷 に 合 わ せ て 扱 胴 の 回 転 速  
度 の 増 減 速 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る 効 果 に 加 え て 、 変 速 レ バ ー （ ２  
１ ） を 中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速  
度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 増 速 が 行 わ れ 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 前 進 姿 勢 か ら 中 立  
姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走  
行 速 度 の 減 速 が 行 わ れ る 構 成 と し た の で 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 操 作 し て エ ン ジ ン （ Ｅ ）  
の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 増 減 速 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ る 効 果 に 加 え て 、 変 速 レ バ ー （ ２  
１ ） を 中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 操 作 量 に 応 じ て 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力  
回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 増 速 量 が 決 ま り 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 前 進 姿 勢  
か ら 中 立 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 操 作 量 に 応 じ て 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 と 走 行  
装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 減 速 量 が 決 ま る 構 成 と し た の で 、 変 速 レ バ ー （ ２ １ ） を 操 作 し て  
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エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 と 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 の 増 減 速 を よ り 容 易 に 行 う こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に よ る 効 果 に 加  
え て 、 脱 穀 装 置 （ ４ ） の 選 別 棚 上 の 穀 粒 の 層 厚 が 所 定 以 上 で あ っ た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン （  
Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 の 減 速 を 規 制 す る 構 成 と し た の で 、 脱 穀 装 置 （ ４ ） の 唐 箕 か ら の 選 別  
風 の 強 さ を 維 持 し て 選 別 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き 、 穀 粒 が 外 部 に 排 出 さ れ る の を 防  
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に よ る 効 果 に 加  
え て 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 負 荷 が 所 定 以 上 で あ っ た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速  
度 の 減 速 を 規 制 す る 構 成 と し た の で 、 脱 穀 装 置 （ ４ ） の 唐 箕 の 回 転 速 度 を 所 定 の 速 度 に 維  
持 し て 選 別 風 の 強 さ を 維 持 し て 選 別 処 理 を よ り 効 率 良 く 行 う こ と が で き 、 穀 粒 が 外 部 に 排  
出 さ れ る の を よ り 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に よ る 効 果 に 加  
え て 、 走 行 装 置 （ ２ ） の 転 輪 の 回 転 速 度 が 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 よ り も 遅 い 場  
合 に は 、 エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 出 力 回 転 速 度 を 増 速 す る 構 成 と し た の で 、 走 行 装 置 （ ２ ） の 走  
行 速 度 の 減 速 を 防 止 し て 、 走 行 装 置 （ ２ ） の 走 行 速 度 と 刈 取 装 置 （ ３ ） の 引 起 速 度 を 同 期  
さ せ て 穀 稈 の 刈 取 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 コ ン バ イ ン の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ン バ イ ン の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 エ ン ジ ン の 出 力 回 転 速 度 の 伝 動 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 機 コ ン ト ロ ー ラ と エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ の 接 続 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 エ ン ジ ン の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 エ ン ジ ン の ト ル ク 曲 線 の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 コ ン バ イ ン は 、 機 体 フ レ ー ム １ の 下 側 に 土 壌 面 を 走 行 す る 左 右 一  
対 の ク ロ ー ラ か ら な る 走 行 装 置 ２ が 設 け ら れ 、 機 体 フ レ ー ム １ の 前 側 に 圃 場 の 穀 稈 を 刈 取  
る 刈 取 装 置 ３ が 設 け ら れ 、 刈 取 装 置 ３ の 後 方 左 側 に 刈 取 ら れ た 穀 稈 を 脱 穀 ・ 選 別 処 理 す る  
脱 穀 装 置 ４ が 設 け ら れ 、 刈 取 装 置 ３ の 後 方 右 側 に 操 縦 者 が 搭 乗 す る 操 縦 部 ５ が 設 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
操 縦 部 ５ の 下 側 に は エ ン ジ ン Ｅ を 搭 載 す る エ ン ジ ン ル ー ム ６ が 設 け ら れ 、 操 縦 部 ５ の 後 側  
に は 脱 穀 ・ 選 別 処 理 さ れ た 穀 粒 を 貯 留 す る グ レ ン タ ン ク ７ が 設 け ら れ 、 グ レ ン タ ン ク ７ の  
後 側 に 穀 粒 を 外 部 に 排 出 す る 上 下 方 向 に 延 在 す る 揚 穀 部 ８ Ａ と 前 後 方 向 に 延 在 す る 横 排 出  
部 ８ Ｂ か ら な る 排 出 オ ー ガ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
操 縦 部 ５ の 操 縦 席 ５ Ａ の 前 側 に は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ０ が 設 け ら れ 、 左 側 に は サ イ ド パ ネ  
ル ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
フ ロ ン ト パ ネ ル １ ０ の 中 央 部 に は 、 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 等 を 表 示 す る モ ニ タ １ １ が 設 け  
ら れ 、 モ ニ タ １ １ の 後 側 に は 、 刈 取 装 置 ３ を 土 壌 面 か ら 上 方 に 所 定 の 高 さ 上 昇 さ せ て 待 避  
姿 勢 に 移 動 さ せ る 待 避 ス イ ッ チ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
サ イ ド パ ネ ル ２ ０ の 前 部 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ よ り も 下 流 側 に 設 け ら れ た 走 行 用 の 油 圧 式 無 段  
変 速 機 ５ １ を 介 し て 走 行 装 置 ２ の 状 態 を 前 進 状 態 、 停 止 状 態 、 又 は 後 進 状 態 に 切 換 え る と  
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共 に エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 う 主 変 速 レ バ ー （ 請 求 項 に お け る 「 変 速 レ バ  
ー 」 ） ２ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
主 変 速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿 勢 に す る と 走 行 装 置 ２ は 停 止 し 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿 勢  
か ら 前 方 に 傾 斜 さ せ て 前 進 姿 勢 に す る と 走 行 装 置 ２ は 前 進 し 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿  
勢 か ら 後 方 に 傾 斜 さ せ た 後 進 姿 勢 に す る と 走 行 装 置 ２ は 後 進 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿 勢 に す る と エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 は 行 わ れ  
ず 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿 勢 か ら 前 方 に 傾 斜 さ せ て 前 進 姿 勢 に す る と エ ン ジ ン Ｅ の 出  
力 回 転 速 度 は 増 速 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿 勢 か ら  
後 方 に 傾 斜 さ せ て 後 進 姿 勢 に し て も エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 は 行 わ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 進 姿 勢 に お い て 主 変 速 レ バ ー ２ １ を よ り 前 方 に 傾 斜 さ せ る と 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ に よ  
っ て 走 行 装 置 ２ の 前 進 速 度 は 増 速 し 、 中 立 姿 勢 方 向 、 す な わ ち 後 方 に 傾 斜 さ せ る と 油 圧 式  
無 段 変 速 機 ５ １ に よ っ て 走 行 装 置 ２ の 前 進 速 度 は 減 速 す る 。 ま た 、 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度  
の 増 減 速 に 合 わ せ て 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速 度 も 増 減 速 す る 。 こ れ に よ り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １  
を 操 作 し て 、 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ を 介 し て 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 と 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速  
度 の 増 速 を 行 っ て 刈 取 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 前 進 姿 勢 に お い て 主 変 速 レ バ ー ２ １ を よ り 前 方 に 傾 斜 さ せ る と エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回  
転 速 度 は 増 速 し 、 中 立 姿 勢 方 向 、 す な わ ち 後 方 に 傾 斜 さ せ る と エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度  
は 減 速 す る 。 こ れ に よ り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 操 作 し て 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 増  
速 を 行 な っ て 、 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ を 介 し て 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 と 刈 取 装 置 ３ の 引 起  
速 度 の 増 速 を 速 や か に 行 う こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出  
力 回 転 速 度 の 増 減 速 は 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 操 作 し て 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ と エ ン ジ ン  
コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ を 介 し エ ン ジ ン Ｅ に 燃 焼 空 気 を 供 給 す る ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 変 更  
し て 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
後 進 姿 勢 に お い て 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 後 方 に よ り 傾 斜 さ せ る と 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ に よ  
っ て 走 行 装 置 ２ の 後 進 速 度 は 増 速 し 、 中 立 姿 勢 方 向 、 す な わ ち 前 方 に 傾 斜 さ せ る と 油 圧 式  
無 段 変 速 機 ５ １ に よ っ て 走 行 装 置 ２ の 後 進 速 度 は 減 速 す る 。 ま た 、 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度  
の 増 減 速 に 合 わ せ て 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速 度 も 増 減 速 す る 。 こ れ に よ り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １  
を 操 作 し て 、 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ を 介 し て 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 と 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速  
度 の 減 速 を 行 っ て 刈 取 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
主 変 速 レ バ ー ２ １ の 後 方 右 側 に は 、 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ の 下 流 側 に 設 け ら れ た 走 行 用 の  
ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ５ ２ を 介 し て 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 の 増 減 速 を 行 う 副 変 速 レ バ ー ２ ２  
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
副 変 速 レ バ ー ２ ２ を 前 方 に 傾 斜 さ せ る と ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ５ ２ 内 の ギ ヤ の 変 速 比 が 小 さ  
く な り 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 は 増 速 し 、 副 変 速 レ バ ー ２ ２ を 後 方 に 傾 斜 さ せ る と 変 速 比 が  
大 き く な り 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 は 減 速 す る 。 こ れ に よ り 、 圃 場 の 穀 稈 の 倒 伏 状 態 に 応 じ  
て 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 の 増 減 速 を 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 多 く の 穀 稈 が 倒 伏 し て  
い る 場 合 に は 、 副 変 速 レ バ ー ２ ２ を 後 方 に 傾 斜 さ せ て 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速 度 を 維 持 し て 走  
行 装 置 ２ の 走 行 速 度 を 減 速 し て 倒 伏 し た 穀 稈 の 刈 取 り ロ ス を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
主 変 速 レ バ ー ２ １ の 後 方 左 側 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 経 路 Ａ に お け る エ ン ジ ン Ｅ と  
脱 穀 装 置 ４ の 間 に 設 け ら れ た 脱 穀 ク ラ ッ チ ５ ０ と 、 第 ２ 経 路 Ｂ に お け る 油 圧 式 無 段 変 速 機  
５ １ と 刈 取 装 置 ３ の 間 に 設 け ら れ た 刈 取 ク ラ ッ チ ５ ３ の 接 続 と 接 続 解 除 を 行 う 刈 脱 レ バ ー  
２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
刈 脱 レ バ ー ２ ３ を 前 方 に 傾 斜 さ せ て 前 方 姿 勢 に す る と 刈 取 ク ラ ッ チ ５ ３ と 脱 穀 ク ラ ッ チ ５  
０ が 接 続 さ れ て 刈 取 装 置 ３ と 脱 穀 装 置 ４ は 駆 動 す る 。 刈 脱 レ バ ー ２ ３ を 前 方 姿 勢 か ら 後 方  
に 傾 斜 さ せ て 中 立 姿 勢 に す る と 刈 取 ク ラ ッ チ ５ ３ の 接 続 が 解 除 さ れ て 刈 取 装 置 ３ は 停 止 し  
て 脱 穀 装 置 ４ は 駆 動 し 、 さ ら に 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ を 中 立 姿 勢 か ら 後 方 に 傾 斜 さ せ て 後 方 姿  
勢 に す る と 脱 穀 ク ラ ッ チ ５ ０ の 接 続 が 解 除 さ れ て 刈 取 装 置 ３ と 脱 穀 装 置 ４ は 停 止 す る 。 こ  
れ に よ り 、 脱 穀 装 置 ４ に 多 量 の 穀 稈 が 移 送 さ れ て 扱 胴 の 回 転 に 大 き な 負 荷 が 加 わ り エ ン ジ  
ン Ｅ の 負 荷 が 大 き い 場 合 に は 、 例 え ば 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ を 中 立 姿 勢 に し て 刈 取 装 置 ３ の 駆  
動 を 停 止 し て エ ン ジ ン Ｅ に 加 わ っ て い る 負 荷 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
主 変 速 レ バ ー の ２ １ の 右 側 に は 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ を 介 さ ず エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４  
０ を 介 し て エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を 増 減 速 す る ア ク セ ル レ バ ー ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ア ク セ ル レ バ ー ２ ４ を 前 方 に 傾 斜 さ せ て 前 方 姿 勢 に す る と エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は 増  
速 し 、 ア ク セ ル レ バ ー ２ ４ を 後 方 に 傾 斜 さ せ て 後 方 姿 勢 に す る と エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速  
度 は 減 速 す る 。 こ れ に よ り 、 ア ク セ ル レ バ ー ２ ４ を 操 作 し て 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度  
を 増 減 速 さ せ て 脱 穀 装 置 ４ の 扱 胴 等 の 回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 っ て 脱 穀 選 別 処 理 を 効 率 良 く  
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
＜ エ ン ジ ン の 出 力 回 転 速 度 の 伝 動 図 ＞
次 に 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 伝 動 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン  
Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は 、 第 １ 経 路 Ａ 上 に 設 け ら れ た 脱 穀 ク ラ ッ チ ５ ０ を 介 し て 脱 穀 装 置 ４ に  
伝 動 さ れ 、 脱 穀 装 置 ４ の 扱 胴 、 揺 動 選 別 棚 等 を 駆 動 す る 。 な お 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ を 操 作 し  
て 脱 穀 ク ラ ッ チ ５ ０ の 接 続 と 接 続 解 除 の 切 換 え は 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ に よ り 、 脱 穀 装 置 ４ の 扱 胴 の 回 転 速 度 を 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 や 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速  
度 と は 独 立 し て 設 定 す る こ と が で き 、 穀 粒 に 含 有 さ れ た 水 分 量 に 応 じ て 扱 胴 の 回 転 速 度 を  
調 整 し て 脱 穀 選 別 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は 、 第 ２ 経 路 Ｂ 上 に 設 け ら れ た 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ に 伝 動 さ  
れ る 。 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ の 入 力 軸 に 伝 動 さ れ た エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は 、 油 圧 式  
無 段 変 速 機 ５ １ 内 で 増 減 速 と 回 転 方 向 の 変 更 が 行 わ れ て 第 １ 出 力 軸 と 第 ２ 出 力 軸 か ら 出 力  
さ れ る 。 な お 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 操 作 し て 油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ 内 で の 増 減 速 と 回 転 方  
向 の 変 更 は 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ の 第 １ 出 力 軸 の 出 力 回 転 速 度 は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ５ ２ に 伝 動 さ  
れ る 。 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ５ ２ の 入 力 軸 に 伝 動 さ れ た 第 １ 出 力 軸 の 出 力 回 転 速 度 は 、 ト ラ  
ン ス ミ ッ シ ョ ン ５ ２ 内 の ギ ヤ チ ェ ン ジ で 増 減 速 さ れ 出 力 軸 か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ５ ２ の 出 力 軸 の 出 力 回 転 速 度 は 、 走 行 装 置 ２ に 伝 動 さ れ 、 走 行 装 置 ２  
の ク ロ ー ラ を 回 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
油 圧 式 無 段 変 速 機 ５ １ の 第 ２ 出 力 軸 の 出 力 回 転 速 度 は 、 刈 取 ク ラ ッ チ ５ ３ を 介 し て 刈 取 装  
置 ３ に 伝 動 さ れ 、 刈 取 装 置 ３ の 引 起 装 置 、 切 断 装 置 等 を 駆 動 す る 。 な お 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３  
を 操 作 し て 刈 取 ク ラ ッ チ ５ ３ の 接 続 と 接 続 解 除 の 切 換 え は 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ れ に よ り 、 圃 場 の 穀 稈 の 倒 伏 状 態 に 応 じ て 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 操 作 し て 油 圧 式 無 段 変  
速 機 ５ １ を 介 し て 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 と 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速 度 を 増 減 速 さ せ て 刈 取 処 理  
を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 操 作 し て エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転  
速 度 の 増 減 速 も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
＜ 本 機 コ ン ト ロ ー ラ と エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ＞
次 に 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ と エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に 示 す  
よ う に 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ と エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ は 無 線 回 線 ３ １ に よ っ て 接 続  
さ れ て い る 。 ま た 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に は 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 傾 斜 角 度 を 計 測 す る  
角 度 セ ン サ ３ ２ の 入 力 値 に 応 じ て エ ン ジ ン Ｅ の 制 御 を 行 う 演 算 部 ３ ０ Ａ と 、 演 算 デ ー タ 等  
を 保 存 す る メ モ リ 部 ３ ０ Ｂ と 、 処 理 時 間 等 を 計 測 す る タ イ マ 部 ３ ０ Ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の 一 側 に は 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 傾 斜 角 度 を 計 測 す る 角 度 セ ン サ ３  
２ と 、 脱 穀 装 置 ４ の 選 別 棚 上 に 落 下 し て く る 穀 粒 の 層 厚 を 計 測 す る 層 厚 セ ン サ ３ ３ と 、 刈  
取 装 置 ３ が 土 壌 面 か ら 上 方 の 待 避 姿 勢 に あ る こ と を 検 出 す る 待 避 セ ン サ ３ ４ と 、 走 行 装 置  
２ の 転 輪 の 回 転 速 度 を 計 測 す る 速 度 セ ン サ ３ ５ が 所 定 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 を 介 し て 接  
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の 他 側 に は 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ が 前 方 姿 勢 に あ る こ と を 検 出 す  
る 刈 取 セ ン サ ３ ６ と 、 副 変 速 レ バ ー ２ ２ の 傾 斜 角 度 を 計 測 す る 角 度 セ ン サ ３ ８ と 、 走 行 装  
置 ２ の 走 行 速 度 等 を 表 示 す る モ ニ タ １ １ が 所 定 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 を 介 し て 接 続 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ の 一 側 に は 、 ア ク セ ル レ バ ー ２ ４ の 傾 斜 角 度 を 計 測 す る 角 度 セ  
ン サ ４ １ と 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ の 他 側 に は エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 軸 の 出 力 回 転 速 度 を  
計 測 す る 回 転 速 度 セ ン サ ４ ２ と 、 エ ン ジ ン Ｅ の シ リ ン ダ 内 に 燃 焼 空 気 を 供 給 す る ス ロ ッ ト  
ル バ ル ブ ４ ３ と 、 エ ン ジ ン Ｅ の シ リ ン ダ 内 の 温 度 を 計 測 し て エ ン ジ ン Ｅ に 加 わ っ て い る 負  
荷 を 計 測 す る 負 荷 セ ン サ ４ ４ が 所 定 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
＜ エ ン ジ ン の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 方 法 ＞
次 に 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 数 を 増 減 速 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、  
ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ の 前 方 姿 勢 を 検 出 す る  
刈 取 セ ン サ ３ ６ か ら の 入 力 信 号 を 判 断 し 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ が 前 方 姿 勢 に 位 置 し て 刈 取 セ ン  
サ ３ ６ の 入 力 信 号 が Ｏ Ｎ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 み 、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ の 前 方 姿 勢 に  
位 置 せ ず 刈 取 セ ン サ ３ ６ の 入 力 信 号 が Ｏ Ｆ Ｆ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ を 繰 り 返 す 。 な お  
、 刈 脱 レ バ ー ２ ３ が 前 方 姿 勢 に 位 置 す る 場 合 に は 、 脱 穀 ク ラ ッ チ ５ ０ と 刈 取 ク ラ ッ チ ５ ３  
が 接 続 さ れ て 刈 取 装 置 ３ と 脱 穀 装 置 ４ が 駆 動 し て 刈 取 脱 穀 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 操 縦 者 に よ る 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作  
速 度 を 判 断 し て 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 速 度 が 、 予 め 設 定 し た 設 定 操 作 速 度 よ り も 遅 い  
と 判 断 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 み 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 速 度 が 、 予 め 設 定 し  
た 設 定 操 作 速 度 よ り も 速 い と 判 断 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 速 度 は 、 単 位 時 間 あ た り に 角 度 セ ン サ ４ １ で 計 測 さ れ た 主 変 速 レ  
バ ー ２ １ の 傾 斜 角 度 を 単 位 時 間 で 除 算 し て 算 出 さ れ る 。 ま た 、 設 定 操 作 速 度 は 、 本 機 コ ン  
ト ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部 ３ ０ Ｂ に 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 操 縦 者 に よ る 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 位 置 を  
判 断 し て 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 位 置 が 所 定 の 領 域 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 主 変  
速 レ バ ー ２ １ の 操 作 位 置 が 、 予 め 設 定 し た グ リ ー ン 領 域 に 位 置 す る と 判 断 し た 場 合 に は 、  
ス テ ッ プ Ｓ ４ に 進 み 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 位 置 が 、 予 め 設 定 し た グ リ ー ン 領 域 に 位 置  
し て い な い と 判 断 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ れ に よ り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ が 中 立 姿 勢 か ら グ リ ー ン 領 域 の 下 限 領 域 の 間 に 位 置 す る 場  
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合 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 が 増 減 速 を 中 止 し て 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 等 の 急 加 速  
と 急 減 速 を 防 止 す る こ と が で き る 。 一 方 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ が グ リ ー ン 領 域 に 位 置 す る 場  
合 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 増 減 速 を 行 い 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 等 を 速 や か に 増  
減 速 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 位 置 は 、 角 度 セ ン サ ４ １ で 計 測 さ れ る 。 ま た 、 グ リ ー ン 領 域 は 、  
本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部 ３ ０ Ｂ に 保 存 さ れ 、 本 実 施 形 態 で は 、 主 変 速 レ バ ー ２ １  
を 中 立 姿 勢 か ら 最 前 進 姿 勢 に 傾 斜 さ せ た 傾 斜 角 度 を １ ０ ０ と し た 場 合 に 、 主 変 速 レ バ ー ２  
１ を 中 立 姿 勢 か ら 最 前 進 姿 勢 に 向 け て ２ ５ ～ １ ０ ０ ％ 傾 斜 さ せ た 領 域 を い う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 ト ル ク が 最 大 と な る 定 格 出 力 回 転 速 度 を 仮 に １ ０ ０ と し た 場 合 に 、 主 変  
速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿 勢 に し た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は ５ ０ に な る 。 ま た  
、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を グ リ ー ン 領 域 か ら 中 立 姿 勢 に 傾 斜 さ せ た 場 合 に は 、 後 述 す る 本 機 コ  
ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 所 定 の 設 定 時 間 を 経 過 し た 後 に 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を ５ ０ に  
す る 。 設 定 時 間 は 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部 ３ ０ Ｂ に 保 存 さ れ 、 経 過 時 間 は タ イ  
マ 部 ３ ０ Ｃ で 計 測 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 設 定 時 間 は １ ０ 秒 に 設 定 さ れ て い る 。  
こ れ に よ り 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を 減 速 し て 、 脱 穀 装 置 ４ の 唐 箕 か ら の 選 別 風 を 弱  
く し て 、 穀 粒 が 排 藁 に 混 在 し て 外 部 に 排 出 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 実 施  
形 態 で は 、 手 扱 ぎ 作 業 時 に も エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は ５ ０ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を ２ ５ ％ 傾 斜 さ せ た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は ７ ０  
と な り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を ７ ５ ％ 傾 斜 さ せ た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は １  
０ ０ と な っ て 出 力 ト ル ク が 最 大 と な り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を １ ０ ０ ％ 傾 斜 さ せ て 最 前 進 姿  
勢 に し た 場 合 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 は １ １ ０ と な っ て 出 力 ト ル ク は 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ ４ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 操 縦 者 に よ る 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 方 向 を  
判 断 し て 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 方 向 が 前 進 姿 勢 か ら 中 立 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 さ れ て い  
る と 判 断 し た 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進 み 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 方 向 が 中 立 姿 勢 か ら  
前 進 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 さ れ て い る と 判 断 し た 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ れ に よ り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 操 作 し て エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を 増 減 速 し て 、 走 行  
装 置 ２ の 走 行 速 度 等 を 速 や か に 増 減 速 す る こ と が で き る と 共 に 、 脱 穀 装 置 ４ の 扱 胴 等 の 回  
転 速 度 の 増 減 速 を 行 っ て 脱 穀 選 別 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
主 変 速 レ バ ー ２ １ の 操 作 方 向 は 、 単 位 時 間 あ た り に 角 度 セ ン サ ４ １ で 計 測 さ れ た 主 変 速 レ  
バ ー ２ １ の 傾 斜 角 度 を 単 位 時 間 で 除 算 し て 算 出 さ れ る 。 な お 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 前 進 姿  
勢 か ら 中 立 姿 勢 に 向 か っ て 操 作 し た 場 合 に は 、 角 度 セ ン サ ４ １ で 計 測 さ れ た 主 変 速 レ バ ー  
２ １ の 傾 斜 角 度 は マ イ ナ ス と な り 、 主 変 速 レ バ ー ２ １ を 中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か っ て  
操 作 し た 場 合 に は 、 角 度 セ ン サ ４ １ で 計 測 さ れ た 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 傾 斜 角 度 は プ ラ ス に  
な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 脱 穀 装 置 ４ の 選 別 棚 に 落 下 し て く る 穀 粒 の 層  
厚 を 計 測 す る 層 厚 セ ン サ ３ ３ か ら の 入 力 信 号 を 判 断 し 、 層 厚 セ ン サ ３ ３ で 計 測 さ れ た 層 厚  
が 、 予 め 設 定 し た 設 定 層 厚 よ り も 薄 い と 判 断 し 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 み 、 層 厚 セ ン  
サ ３ ３ で 計 測 さ れ た 層 厚 が 、 予 め 設 定 し た 設 定 層 厚 よ り も 厚 い と 判 断 し 場 合 に は 、 ス テ ッ  
プ Ｓ ５ を 繰 り 返 す 。 な お 、 設 定 層 厚 は 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部 ３ ０ Ｂ に 保 存 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
こ れ に よ り 、 脱 穀 装 置 ４ の 唐 箕 か ら の 選 別 風 の 強 さ を 維 持 し て 選 別 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ  
と が で き 、 穀 粒 が 外 部 に 排 出 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ６ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 脱 穀 装 置 ４ の 駆 動 等 か ら エ ン ジ ン Ｅ に 加 わ っ  
て い る 負 荷 を 計 測 す る 負 荷 セ ン サ ４ ４ か ら の 入 力 信 号 を 判 断 し 、 負 荷 セ ン サ ４ ４ で 計 測 さ  
れ た エ ン ジ ン Ｅ の 負 荷 が 、 予 め 設 定 し た 設 定 負 荷 よ り も 小 さ い 判 断 し 場 合 に は 、 ス テ ッ プ  
Ｓ ７ に 進 み 、 負 荷 セ ン サ ４ ４ で 計 測 さ れ た エ ン ジ ン Ｅ の 負 荷 が 、 予 め 設 定 し た 設 定 負 荷 よ  
り も 大 き い と 判 断 し 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ を 繰 り 返 す 。 な お 、 設 定 負 荷 は 、 本 機 コ ン ト  
ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部 ３ ０ Ｂ に 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ れ に よ り 、 脱 穀 装 置 ４ の 唐 箕 の 回 転 速 度 の 変 動 を 防 止 し 、 選 別 風 の 強 さ を 維 持 し て 選 別  
処 理 を よ り 効 率 良 く 行 う こ と が で き 、 穀 粒 が 外 部 に 排 出 さ れ る の を よ り 防 止 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ ７ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 走 行 装 置 ２ の 転 輪 の 回 転 速 度 を 計 測 す る 速 度  
セ ン サ ３ ５ か ら の 入 力 信 号 を 判 断 し 、 速 度 セ ン サ ３ ５ で 計 測 さ れ た 走 行 装 置 の 回 転 軸 の 回  
転 速 度 が 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を 計 測 す る 回 転 速 度 セ ン サ ４ ２ で 計 測 さ れ た エ ン ジ  
ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 と 同 等 と 判 断 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 み 、 速 度 セ ン サ ３ ５ で  
計 測 さ れ た 走 行 装 置 の 回 転 軸 の 回 転 速 度 が 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を 計 測 す る 回 転 速  
度 セ ン サ ４ ２ で 計 測 さ れ た エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 よ り も 遅 い と 判 断 し た 場 合 に は 、 ス  
テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
こ れ に よ り 、 走 行 装 置 ２ の 走 行 速 度 の 湿 田 走 行 時 等 の 減 速 を 防 止 し て 、 走 行 装 置 ２ の 走 行  
速 度 と 刈 取 装 置 ３ の 引 起 速 度 を 同 期 さ せ て 穀 稈 の 刈 取 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ ８ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 刈 取 装 置 ３ の 待 避 姿 勢 を 検 出 す る 待 避 セ ン サ  
３ ４ か ら の 入 力 信 号 を 判 断 し 、 刈 取 装 置 ３ が 待 避 姿 勢 に 位 置 せ ず 待 避 セ ン サ ３ ４ の 入 力 信  
号 が Ｏ Ｆ Ｆ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 み 、 刈 取 装 置 ３ が 待 避 姿 勢 に 位 置 し て 待 避 セ ン  
サ ３ ４ の 入 力 信 号 が Ｏ Ｎ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
こ れ に よ り 、 コ ン バ イ ン の 反 転 時 等 で 刈 取 装 置 ３ の 待 避 姿 勢 に あ る 場 合 に は 、 エ ン ジ ン Ｅ  
の 出 力 回 転 速 度 を 一 定 速 度 減 速 し て 、 脱 穀 装 置 ４ の 唐 箕 か ら の 選 別 風 を 弱 く し て 、 穀 粒 が  
排 藁 に 混 在 し て 外 部 に 排 出 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ ９ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 無 線 回 線 ３ １ を 介 し て 主 変 速 レ バ ー ２ １ の 前  
進 姿 勢 か ら 中 立 姿 勢 に 向 か う 操 作 量 を エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に 送 信 し 、 エ ン ジ ン コ ン  
ト ロ ー ラ ４ ０ は 、 入 力 さ れ た 操 作 量 に 応 じ て ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ４ ３ の 開 度 を 狭 く し て 、 ス  
ロ ッ ト ル バ ル ブ ４ ３ か ら エ ン ジ ン Ｅ の シ リ ン ダ に 供 給 さ れ る 燃 焼 空 気 量 を 減 少 さ せ て エ ン  
ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を 減 速 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 所 定 の 第 １ 設 定 時 間 を 経 過 し た 後 に 、 操 作 量 を エ ン ジ ン  
コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に 送 信 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 減  
速 を 安 定 し て 行 う こ と が で き る 。 第 １ 設 定 時 間 は 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部 ３ ０  
Ｂ に 保 存 さ れ 、 経 過 時 間 は タ イ マ 部 ３ ０ Ｃ で 計 測 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 設  
定 時 間 は ２ 秒 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 無 線 回 線 ３ １ を 介 し て 、 予 め 設 定 し て い た  
設 定 操 作 量 を エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に 送 信 し 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ は 、 入 力 さ  
れ た 設 定 操 作 量 に 応 じ て ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ４ ３ の 開 度 を 狭 く し て 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ４ ３  
か ら エ ン ジ ン Ｅ の シ リ ン ダ に 供 給 さ れ る 燃 焼 空 気 量 を 減 少 さ せ て エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速  
度 を 一 定 速 度 減 速 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。 な お 、 設 定 操 作 量 は 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３  
０ の メ モ リ 部 ３ ０ Ｂ に 保 存 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
ま た 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 所 定 の 第 ２ 設 定 時 間 を 経 過 し た 後 に 、 設 定 操 作 量 を エ ン  
ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に 送 信 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度  
の 減 速 を 安 定 し て 行 う こ と が で き る 。 第 ２ 設 定 時 間 は 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部  
３ ０ Ｂ に 保 存 さ れ 、 経 過 時 間 は タ イ マ 部 ３ ０ Ｃ で 計 測 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第  
２ 設 定 時 間 は ３ 秒 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 無 線 回 線 ３ １ を 介 し て 主 変 速 レ バ ー ２ １ の  
中 立 姿 勢 か ら 前 進 姿 勢 に 向 か う 操 作 量 を エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に 送 信 し 、 エ ン ジ ン コ  
ン ト ロ ー ラ ４ ０ は 、 入 力 さ れ た 操 作 量 に 応 じ て ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ４ ３ の 開 度 を 広 く し て 、  
ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ４ ３ か ら エ ン ジ ン Ｅ の シ リ ン ダ に 供 給 さ れ る 燃 焼 空 気 量 を 増 加 さ せ て エ  
ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 を 増 速 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 所 定 の 第 ３ 設 定 時 間 を 経 過 し た 後 に 、 操 作 量 を エ ン ジ ン  
コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に 送 信 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 回 転 速 度 の 増  
速 を 安 定 し て 行 う こ と が で き る 。 第 ３ 設 定 時 間 は 、 本 機 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ の メ モ リ 部 ３ ０  
Ｂ に 保 存 さ れ 、 経 過 時 間 は タ イ マ 部 ３ ０ Ｃ で 計 測 さ れ る 。 な お 、 第 ３ 設 定 時 間 は 、 第 １ 設  
定 時 間 よ り も 短 時 間 に 設 定 す る の が 好 ま し く 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 設 定 時 間 は １ 秒 に 設  
定 さ れ て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
１         機 体 フ レ ー ム
２         走 行 装 置
３         刈 取 装 置
４         脱 穀 装 置
５         操 縦 部
２ １       主 変 速 レ バ ー （ 変 速 レ バ ー ）
Ｅ         エ ン ジ ン
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7061293 B2 2022.4.28(12)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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